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 人口 8,2３8人、世帯数 3,95５世帯 （2015年６月末現在）  
 平均気温 23.2度 
 面積 59.11Ｋ㎡ 沖縄県で5番目に大きな島 
（1位 沖縄本島、2位 西表島、3位 石垣島、4位 宮古島） 

   
 沖縄本島から西へ約１００kmに位置し、沖縄本

島から飛行機で約３０分、船で約３時間で行くこ
とができます。 
久米島は島の随所に優れた景勝地を擁するととも
に歴史的、文化的遺産や風土的景観にも恵まれ島
全体が県の自然公園に指定されています。 
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久米島の概要 



久米島シーサイドパークゴルフ場 

畳石 ハテの浜 バーデハウス久米島 

宇江城跡 
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久米島の代表的な観光スポット 
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伝統的な特産品（サトウキビ、久米島紬、泡盛） 

海洋深層水を使った新しい特産品（水、塩、化粧品、車エビ、海ぶどう） 

車エビ生産 
日本一 

日本の紬
のルーツ 

海ブドウ生産 
日本一 

泡盛売上ランキング第1位 
（久米島の久米仙） 

久米島の特産品 
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人口減少・少子高齢化 
 

産業の停滞 
•農業後継者不足 
•耕作面積の減少 
•観光客数の伸び悩み 
 

情報格差 

久米島の課題 
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久米島町の将来像を「豊麗の島-久米島」とし、その実現に向けての目標を 
「ホタル飛び交う麗しのしま」、「活気みなぎる創業のしま」、「安らぎに満ちた健やかなしま」、
「薫り立つ文化を創るしま」、「個性輝き夢追う人を育むしま」の５つとし、人口規模1万人 
を目指し取り組んでいます。 

 久米島町の政策方針 
 

Page： 7 

政策1 一次産業の復活   

政策2 教育の再生   

政策3 観光産業の再生   

政策4 福祉の充実   

政策5 公共事業の推進   

政策6 次世代産業の誘致 

「豊麗の島‐久米島」について 



久米島町は、海洋温度差発電と海洋深層水の複合利用による産業創出の成功を皮切りに、離島という地勢的条
件を最大限に活用した世界最先端の取組となる下記の５事業を強力に推し進めることで、新産業と「しま」の雇用
の創出による「しま」の定住人口・交流人口の増加を目指しています。 

推進事業（5本柱） 

世界初のロボットモビリティのセ
ンタ制御自動走行 
システム実証実験 
（通称：久米モビ） 

世界初の海洋深層水を使った
植物工場と冷蔵コンテナによる

コールドチェーン構築 
（通称：久米アグ） 

世界初の全島Wi-Fi網と 
アプリケーションサービスによる

ＩＣＴ基盤の整備 
（通称：全島WiFi) 

・世界初最先端技術の実証 
・研究施設、関連企業の誘致 
・交通弱者の移動手段の確保 
・観光、資材、流通等の関連産業の育成 

事業目標／効果 

・島の農業の活性化 
・島内における野菜の安定供給 
・島外への付加価値野菜の供給 

・住民サービスの充実による 
 安全安心社会の実現 
（防災、福祉、医療、教育他） 
・観光客、企業の利便性向上 
（インターネット環境の強化） 

・H25特定地域再生計画（内閣府）認
定済 
・3月14日に久米島高校で体験試乗会開
催 
・デモ及び体験試乗会開催予定 

事業の現状 

・H26より海洋深層水を使った施設園芸を
開始。植物工場・コールドチェーンの導入
に関しては今後検討予定 

・H25総務省ICT街づくり推進事業採択
済 
・H26総務省G空間シティ構築事業採択
済 

既存事業 

海
洋
温
度
差
発
電 

海
洋
深
層
水
の
複
合
利
用
に
よ
る
産
業
創
出 

世界初の島の電力の100% 
再生可能エネルギー化 

・島の電力（10メガワット）の100%再
生可能エネルギー化 
・全島スマートグリッドの導入 
・停電のない島の実現 
・海洋資源利用等の関連産業の育成 

・50キロワットの実証実験施設稼働開始
済 
・H26海洋再生可能エネルギー実証フィー
ルドに選定 

日本一の先進的な離島ICT 
教育モデルの構築 

・久米島と周辺離島、沖縄本島、本土、海
外を結んだ児童・生徒間の教え合いによ
る学力向上と情報格差の是正 
・琉球大学サテライトキャンパスの誘致 
・久米島高校魅力化事業 

・H24特別支援教育用タブレット導入済 
・久米島高校への他地域からの離島留学
生5名受入 
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目標 

新
産
業
と
「
し
ま
」
の
雇
用
の
創
出
に
よ
る 

「
し
ま
」
の
定
住
人
口
・
交
流
人
口
の
増
加 

久米島町の取組 



久米島町の取組のご紹介（海洋深層水の複合利用） 
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沖縄県海洋深層水研究所 
沖合約２．３㎞ 
水深６１２ｍ 
日量13,000ｔ 日本最大規模の施設 

海洋温度差発電実証設備 
発電規模５０Kw×２ 
実海域の海水を活用して稼働している世
界唯一のプラント 

日本最大 世界唯一 



久米島町の取組のご紹介（海洋深層水の複合利用） 
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有光層 

無光層 

海洋表面 



久米島町の取組のご紹介（海洋深層水の複合利用） 
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沖縄県海洋深層水研究所 

ビジネスパーク 
①クルマエビ種苗センター 
②ウミブドウ・オゴノリ養殖場 
③化粧品製造工場 

出典： 海洋深層水利用学会 2010年全国大会 久米島町発表資料 （一部追
記） 

深層水取水量  
13,000 t/dは日本最大 

久米島町では10年以上にわたり、海洋深層水を中心とした町の活性化を進めており、真
謝地区にある沖縄県海洋深層水研究所は2000年の開所以来、先頭に立って水産分
野、農業分野を中心に様々な複合利用技術を研究開発し、民間企業への技術移転を
行ってきた。 



２．ＩＣＴ街づくり事業の概要 



Wi-Fi網を全島に張り巡らせ、いつでもどこでもイ
ンターネットに接続できる環境をつくり、これを共用
することで、低コストで様々なサービスを導入してい
ます。 
 

２５年度においては、Wi-Fi網を活用した地産地
消経済循環システム、観光ＡＲ、高齢者見守り、
防災メールの導入を行いました。 
 

今後、教育分野、センター制御による自動走行シ
ステム、スマートグリッド、農業や酪農へのＩＣＴ
利用等のサービスにおいても利用していく予定です
。 

Ｗｉ-Ｆｉ/ＩＤ認証システム 

地産地消 
経済循環 
システム 

観光ＡＲ 
高齢者 
見守り 
システム 

防災 
安心安全 
システム 

ＩＣＴ教育 
自動走行 

スマートグリッド 
農業ＩＣＴ 
酪農ＩＣＴ 
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ＩＣＴ街づくり事業の事業概要 
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少子高齢化 

農業（特に野菜）の停滞 
（後継者不足、耕作面積減少） 

観光産業の伸び悩み 

情報格差 

高齢者の見守り 
・高齢者の生きがいづくり 

（見守りシステム・地産地消の推進） 

廃棄野菜の活用 
（地産地消の推進） 

観光情報発信力の強化 
（観光ARアプリの導入） 

通信基盤の充実化 
（Wi-Fi網の整備） 

久米島町の課題 ICT街づくり事業の取組 

事業のねらい 
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Wi-Fi網の整備 

地産地消経済サイクル
サービス 

高齢者・要援護者支援
サービス 

観光ARアプリ 

ICT街づくり事業の取組 

防災サービス 

観光客の利便性向上と観光客への情報配信ツールとしての役割を果たすとともに、
住民向けには、Wi-Fi網上で各種サービスを展開し、低料金で利用できるようなイン
フラとしての役割を果たします。今後、さらにサービスのラインナップを充実させ、住民
サービスの充実化、地域活性化に活用します。 

高齢の野菜農家では、農協等の流通網に乗せられない程の零細経営となっています
が、収穫が間に合わずに立ち枯れになっている野菜が多くあります。これを町内のホテ
ルや飲食店に販売する仕組みを作り、高齢の農家の生きがい創出と地産地消の推
進による地域活性化を図っていきます。 

今後町内で増えていく高齢者が安心して暮らせる環境を整え、島の約4分の1を占
める高齢者を中心としたコミュニティが活性化することで、島全体が活性することを狙
いとして、コミュニケーション端末を使った高齢者の見守りサービスを導入しました。 

AR（拡張現実）技術を使ったスマートフォン向けの観光案内アプリを導入すること
で、観光情報の発信力を強化するとともに、観光客に島内観光をより楽しんでもらう
ための仕組みづくりを行いました。島内の各種イベント等とも連携し、地域メディアの
一つとして活用していきます。 

防災無線、コミュニティFMに加え、防災メールシステムを導入することで災害情報や
行政情報の配信手段を多重化し、住民だけでなく、観光客も含めた安心・安全を確
保しつつ、より多くの情報を行政・住民で共有することで情報格差解消を図ります。 

各取組の果たす役割 

事業のねらい 
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公衆Wi-Fi上で提供するサービス 



３．ＩＣＴ街づくり事業の成果 
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公衆Wi-Fiアクセスポイント設置箇所 

※公衆Wi-Fiのアクセスポイントは、28本（屋外、屋内）を設置済み 

アンテナの設置例 
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利用者カテゴリ 公衆Wi-Fi名称 認証方法 備考 
住民 住民向けネットワーク ユーザ認証 

[IDとPW] 
インターネット接続有 
[アクセス制限：無] 

住民 
（高齢者見守り・ 
 地産地消） 

見守り・地産地消ネットワーク ユーザ認証 
[IDとPW] 

システム専用 
インターネット接続有 
[アクセス制限：無] 

観光客 観光客向けネットワーク 接続認証 インターネット接続有 
[アクセス制限：有] 

公衆Wi-Fiは、久米島町の住民と久米島を訪れた観光客が利用可能。 
公衆Wi-Fiに接続する際の認証方法は、利用者カテゴリ毎に分けて対応。 

公衆Wi-Fiステッカー 観光客向 接続認証 

公衆Wi-Fiの想定利用者と認証方法 



 住民向け・観光客向けのICTサービス提供のための基盤としての活用 
- 地産地消経済サイクルシステム 
- 高齢者・要援護者支援システム 
- 防災（安心・安全）サービス 
- 観光ARサービス 
 

 住民による利用 
- 運用を開始してから約２４１名の申請があり利用中。 
 

 ふるさと納税者の増加 
- 公衆Wi-Fiの報道を受け、３件のふるさと納税の申し出がありました。 
 

 企業進出の打診 
- 公衆Wi-Fiの報道を受け、１件のIT関連企業の久米島への拠点整備の打診があり、現在検討中 
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公衆Wi-Fiの導入による効果 



クラウドセンター 地産地消システム 
データベース 

地産地消経済 
サイクルサーバ 

インターネット 

農家・高齢者 

見切り品の野菜 
収穫が多かった野菜 

ホテル・飲食店等 

商品データの登録 

公衆Wi-Fi装置 

必要な食材の登録 
商品データの閲覧・購入 

島の産物の有効活用 

全島公衆Wi-Fi網 高齢者世帯の家庭菜園の余剰収穫物等の情報提
供を行い、商業流通網に乗せることで域内自給率
を向上させる。 
高齢者の生きがいを創出する。 

農産物情報 

利用者数・オーダ数 

運用管理者 

決済 

配送・販売 

町内取引情報 

商品データの管理 
取引状況の確認 
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地産地消経済サイクルサービスの概要 



農産物の収穫 農産物の出荷準備 オーダー確認 
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地産地消経済サイクルサービスの実施風景 



＜事業成果（期間： 1月10日から3月14日）＞ 
利用者数：のべ262団体・名（生産者170団体・名、購買者92団体） 
登録者数：32名（生産者23団体・名、購買者9団体） 
取引数：累計262件（1日当たり平均4.26件） 
取引実績：1月: 40,250円 2月: 113,330円 3月（～3/14）: 64,730円  

      合計: 218,310円 
 
 地産地消の推進体制の構築 
 Ｂ級品の販売による農家の所得向上（一戸あたり月額4,000円の増収） 
久米島の野菜農家1戸当たり平均の野菜販売実績：541,629円（平成２２年度） 
⇒野菜農家の年間野菜販売額9％増を見込んでいます。 
 
＜課題＞ 
 商品の安定供給のためには、提携する生産農家の拡大と保存設備等の整備が必要！ 
 事業の自立的運営のため取引規模の拡大、取扱い商品の高付加価値化等の対応が必要！ 
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地産地消経済サイクルサービスの成果 



見守りシステム 
データベース 

クラウドセンター 
高齢者見守り 
支援サーバ 

健康情報 

高齢者 福祉課・保健師 
地域包括支援センター 

問診情報 

毎日の健康情報の登録 

公衆Wi-Fi装置 

毎月の問診登録 
（アンケート） 

健康情報の確認 

問診情報の確認 訪問先高齢者の 
健康情報の登録 

タッチ 

データの一括管理 
インターネット 

レポート出力 

リアルタイムの情報登録 

5台（タブレットPC） 2台（ノートPC） 

全島公衆Wi-Fi網 

島の高齢者・弱者支援 

利用状況 

日々の情報を共有し、 
介護予防・予防医療 
に活用 

携帯端末 

高齢者宅 
訪問ヘルパー・保健師 

TV電話で相談 

診療所 
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高齢者・要援護者支援サービスの概要 



高齢者宅での健康状態の登録と電話での安否確認 

久米島町役場 福祉課での安否確認 
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高齢者・要援護者支援サービスの実施風景 



＜事業成果（期間： 2月3日から3月14日）＞ 
支援対象者：5名 
システム利用回数：のべ200回（１日当たり平均５回） 
問診回数：８回実施 
 
 見守りの省力化 
久米島町では独居高齢者に週3回電話をする「ふれあいコール事業」を行っていますが、当サービスによっ
て高齢者の安否と体調確認が高い頻度（毎日）で手軽に確認できるようになります。 

 見守り体制の強化 
見守り対象者の情報を見守る側の関係者間で情報共有することができるようになり、結果として高齢者
の見守り体制が強化できます。 

 
＜課題＞ 
 より安心安全な町ぐるみの見守り体制構築には、医療機関とも情報共有を行うことが必要 
 支援対象者を容易に増やせるようにするためには、タブレットだけでなく、スマートフォンでも利
用できるようにすることが必要 
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高齢者・要援護者支援サービスの成果 



観光AR 
データベース 

クラウドセンター 

観光情報 

奥武島 
公衆Wi-Fi装置 

畳石 

ウミガメ館 

ＡＲマーカ 
読取 

ＡＲマーカ 
読取 

ARスタンプラリー 

カメラを使って 
スポットを検索 

おさんぽAR 

移動ログ情報 ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ数 

アンケート 

Wi-Fiアンテナより 
移動情報を取得 

ARにより 
観光情報を配信 

完了（コンプリー
ト） 

口コミ情報 

観光ポータル 
サーバ 

インターネット 
全島公衆Wi-Fi網 

レポート出力 

イーフビーチ 
公衆Wi-Fi装置 

口コミの登録 

スポットd 
ホテル 

スポットa 
観光施設 

スポットe 
空港・ターミナル 

スポットc 
ショップ 

スポットb 
グルメ 

アクセス数 

データの一括管理 プッシュ配信 
プッシュ型・プル型両方の 
方式による情報配信 
移動ログ連携によるオスス
メスポット等の情報提供 

観光客 

観光ARサーバ 
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観光ＡＲサービスの概要 



スタンプラリー「久米島めぐり」コース 
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記念撮影用フォトフレーム 

登録済ＡＲコンテンツ 
久米島PV くーみんBook 

学習プログラム 

観光ＡＲサービスの概要 



チラシを空港、ホテルなどに設置 

空港でのダウンロード 

空港でのポスターの掲示 イベントでのPR 
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【参考】観光ＡＲサービスの広報活動 



＜事業成果（期間： 11月8日から3月14日）＞ 
累計ダウンロード数：526件 
スタンプラリーコンプリート数：49件 
「いいね」ボタン押下数：75件 
観光スポット閲覧数：474件 
観光ポータルサイトアクセス数：5,713回（3月2日の1日間） 
入域観光客数：11月：4,796人、12月：4,947人、1月：5,054人、2月：5,620人 
※11月以降の入域観光客数は、昨年度と比較して約1%増となっております。 
 

 観光客向けの独自メディアの構築 
実際の効果測定や観光での本格利用は今後となりますが、沖縄のガイドブック等において掲載情報量が少な
い久米島において、観光客に訴求するためのローカルなメディアを構築することができたと考えられます。 
＜課題＞ 
 スマートフォンアプリを継続的に観光客にダウンロードさせる仕組み作りが必要 
 住民にも観光ＡＲサービスを利用してもらうための取組を行うことで地域の活性化に活用していく
ことも必要 
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観光ＡＲサービスの成果 



防災メールシステム 
データベース 

クラウドセンター 久米島町 

データの一括管理 

Jアラート情報 

安否確認情報 

インターネット 

Jアラート 
受信装置 

行政情報 
安否確認メール 

安否情報登録 

安否情報の登録・閲覧 

職員 

手動による 
メール一斉配信・ 
安否確認 

手動による 
エリアメール一斉送信 

(docomo,au) 

地震情報 津波情報 
火山情報 気象情報 
有事関連情報 

住基 
データ 

連携 

行政情報・緊急情報 
の配信 

FM久米島 

Jアラート連携 

ラジオ 

住民・職員 

防災（安心・安全） 
メール配信・安否確認 

サーバ 
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防災（安心・安全）サービスの概要 



防災メールシステム 
データベース 

クラウドセンター 久米島町 

データの一括管理 

Jアラート情報 

安否確認情報 

インターネット 

Jアラート 
受信装置 

行政情報 
安否確認メール 

安否情報登録 

安否情報の登録・閲覧 

職員 

手動による 
メール一斉配信・ 
安否確認 

手動による 
エリアメール一斉送信 

(docomo,au) 

地震情報 津波情報 
火山情報 気象情報 
有事関連情報 

住基 
データ 

連携 

行政情報・緊急情報 
の配信 

FM久米島 

Jアラート連携 

ラジオ 

住民・職員 

防災（安心・安全） 
メール配信・安否確認 

サーバ 
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防災（安心・安全）サービスの概要 



【参考】防災（安心・安全）サービスの広報活動 
下図のようなチラシを町内全戸に配布 久米島町広報誌（2月号）への掲載 
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＜事業成果（期間： 12月13日から3月14日）＞ 
利用者登録数：100件（現在、学校や公民館での周知のためのセミナー開催中） 
メルマガ及び安否確認の発信件数：稼働後の平均 1.3件/月 
 
 緊急時の情報伝達手段の多重化 
実際の効果測定や防災訓練での利用は今後となるが、これまで電子メールによる情報配信の手段を
持っていなかったため、このサービスの整備により新たな住民、観光客への情報伝達手段を追加で確保す
ることができたと考えております。これを防災無線の内容のメールでの配信や行政情報・緊急情報、その
他のお知らせ情報の配信に活用していく予定です。 

 住民、観光客の安心安全の向上 
 
＜課題＞ 
サービスの周知活動の実施開始が遅れたため、利用登録数が少ない状況。 
しかしながら、平時においては学校における学校と保護者間の連絡手段として活用したいとの町
内小中学校からの申し入れがあり、現在各学校での説明会を開催して利用登録数の向上を
図っている状況です。 
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防災（安心・安全）サービスの成果 



事業の住民向けの周知と対外的なPRとして、以下の広報活動を実施 
 記者会見（県庁記者クラブ）   平成25年12月12日 
   ※報道各社へ事業を説明、当日・翌日報道済み 
 タイムスフェア出展（タイムスビル）   平成25年12月13日～12月15日 
 シンポジウム（具志川農村環境改善センター） 平成25年12月19日 
 住民説明会 （具志川農村環境改善センター） 平成26年2月12日 
    （久米島町役場仲里庁舎） 平成26年2月13日 
また小中学校への説明会を実施（教職員に対しての説明・登録促進のみ） 

タイムスフェア シンポジウム 記者会見（依頼文） 
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事業広報活動 



【沖縄タイムス（１２月１３日）】 【NHKニュース（１２月１２日）】 
18時台に沖縄枠での放送 

【琉球新報（１２月１３日）】 

平成25年12月12日 記者会見（県庁記者クラブ） 
【記者会見の様子】 
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プレスリリース 



12月19日（木）に以下の要領にてシンポジウムを開催 
 
日時：平成25年12月19日（木） 15:00～17:00  （開場：14:30） 
場所：具志川農村環境改善センター 
内容：第１部 
    ・主催者挨拶 
    ・来賓挨拶 
    ・基調講演 
    ・事業概要紹介 
    第２部 
    ・ミニセミナー開催 
     ・公衆Wi-Fi 
     ・防災メール 
     ・観光ＡＲ 
    ・各ブースでの事業説明 
     ・地産地消経済サイクル 
     ・高齢者・要援護者支援システム 
     ・観光ＡＲ 
     ・防災メール 

シンポジウムのチラシ 

参加者数：約300名（第１部の名簿記載者：175名） 
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シンポジウム開催 



平成25年12月13日～12月15日 
 タイムスフェア出展（タイムスビル） 

平成25年12月19日 シンポジウム（具志川農村環境改善センター） 

【事業概要紹介】 【基調講演】 【各ブースでの事業説明】 【ミニセミナー】 
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イベント実施状況 



４．今後の取組 



経済活性化 
 ・定住人口増加 

産業振興 
  ・農業（野菜の生産高） 

 
 

  ・観光（観光客の増加） 
 
 

  ・新産業（来訪者の増加） 
 
 
 

8,547人 1０,000人 

1,988千円 
（平成21年度） 

2,045千円 
（県平均） 

        × 
・町民一人当たり所得増加 

経済効果（年間） 
570,000千円 

60,000千円 200,000千円 

7.9万人 10万人 

0万人 1万人 

高校教育の充実化（生徒数増） 
 
 204名 240名 

高校生の増加 

若者の定住化 

元気な高齢者 
の増加 

地域活性化 
・集落機能の復活 
・活気あるまちの復活 

久米島町では、引き続き定住人口１万人の達成に向け、教育と観光・農業・新産業創出を
中心とした産業振興に重点的に取り組んでいます。 
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久米島町の掲げる目標 

※上記数値は、平成26年4月のものです。 



５本柱の事業に関して、今後１、２年においては以下の取組を行う予定です。 

推進事業（5本柱） 

・国家戦略特区のメニューとして、公道での自動走行実証実験に
向けた規制緩和の申請 
・実証フィールドとしての環境整備 

今後の取組 

・植物工場・コールドチェーンの導入を検討 

・観光と防災サービスの強化に向けた総務省H26年度「G空間シ
ティ構築事業」の遂行 

既存事業 

海
洋
温
度
差
発
電 

海
洋
深
層
水
の
複
合
利
用
に
よ
る
産
業
創
出 

・海洋深層水の取水口の大口径化 
・全島Wi-Fi網を活用したスマートメータ導入 

・海外との遠隔授業環境の整備 
・ICT教育環境の整備（タブレット端末の児童・生徒への配布） 
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世界初のロボットモビリティの
センタ制御自動走行 
システム実証実験 
（通称：久米モビ） 

世界初の海洋深層水を使っ
た植物工場と冷蔵コンテナに
よるコールドチェーン構築 
（通称：久米アグ） 

世界初の全島WiFi網と 
アプリケーションサービスによ
るＩＣＴ基盤の整備 
（通称：全島WiFi) 

世界初の島の電力の100% 
再生可能エネルギー化 

日本一の先進的な離島ICT
教育モデルの構築 

久米島町の今後の取組 



H25 H26 H27 H28 H29 

久米 
モビ 

久米 
アグ 

全島
WiFi 

再生 
可能 
エネル
ギー 

H30 H31 H32 H33 H34～ 

自動走行車両開発・検証 センター制御による自動走行実用化 
/他地域展開（東京オリンピック含む） 

実証実験 植物工場の本稼働 
調査 
事業 

高度な情報通信基盤の自立運用/他地域展開 
全島WiFi
網整備 

住民/産業向け 
情報基盤整備 

海洋深層水の取水口の大口径化 再生可能エネルギー発電設備拡充 

●温度差発電の１MWh化 ●ベース電力の海洋再生可能エネルギー化 

観光/教育/福祉/産業 
/安心安全サービス提供 

農業クラウド導入 
/栽培データの蓄積 

管制システム開発・検証 

緊急モバイルNW実証 

G空間社会（地理空間情報高度利用社会）の実現 

情報基盤を活用した各種新サービスの開発・提供 

農業ICTによる農業振興/他地域展開 

準天頂衛星の活用実証 

5本柱事業は、概ね3年～5年の間において国の補助金等を活用しつつ実証調査を行い、その後、各
事業を本格稼働させつつ、事業成果を国内外の他地域へ展開していきます。 

地域EMS導入 

スマートエネルギーアイランドの実現 

他地域展開 

ICT 
教育 

遠隔授業 
システム導入 

全児童・生徒への 
タブレットPC配布 

ロボット
（パペロ）
導入 

離島遠隔教育モデルの構築/他地域展開 

黒字：着手済、青字：未着手 実証調査 本格稼働 凡例： 
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5本柱事業のロードマップ 



久米島町は、離島や過疎地域における共通課題を解決するモデルを様々な先進的な取組を通じ
てスマートコンパクトアイランドモデルとして構築し、これを国内外の同様の課題を抱える地域に
展開していくことを産学官連携で行っていくことを目指します。 
さまざまな実証実験のフィールドとなることで、久米島町に投資と人材を投入し、島を活性化しつつ
、その成果を他地域への展開の中で享受していくモデルの構築を目指します。 

スマートコンパクトアイランドとして 
実現すべき久米島の姿 

 
 高い教育水準の確保 
 安定的な雇用の確保 
 安心・安全の確保 
 情報格差の解消 
 医療・福祉の充実化 
 安定的で低コストのエネルギー供給 
 若者の定住化 
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久米島スマートコンパクトアイランド構想 



久米島は 
最先端の技術と豊かな自然が体験できる島です！ 

最後に 




